
6 月 3 日から 7 月 5 日の「行政官のためのジェンダー主流化政策」研修を通し

て、日本での滞在をとても楽しむことができました。日本政府や日本の人々は経

済やテクノロジーの面で世界を牽引し続けており、支援や優秀な人材が揃ってい

ると分かりました。 
ジェンダーの問題に関しては、政府や社会の様々な部門で、優先して推進すべ

き事項のひとつとして捉えられ改善が続けられていました。 
日本政府の方々にお礼を申し上げるとともに、滞在中に温かくまたフレンドリ

ーに接していただき、この研修の成功に尽力いただいた JICA や日本の皆さんに

 

 

  
私が参加したこの研修は、低炭素化社会を築くのにとても有用なコースでした。

滞在中、「もったいない」という意識に基づいた人々の振る舞いがとても印象的

でした。無駄を減らし、再利用・リサイクルをして互いに尊重する、「もったいな

い」精神は低炭素社会や将来の経済・環境を発展させ、健やかで平和な次の世代

を築くものだと思いました。 
私はこの「もったいない」精神を故国に持ち帰り、今後も広めていこうと思い

ます。 


